
イラン和平への期待で反落
NY原油先物相場は、1バレル＝90ドル台中盤まで下落した。引き続きイラン情勢が注目されているが、

米国とイランの和平合意が近づいているとの楽観的な見方が、原油相場を押し下げた。米国とイランの

軍事衝突が複数回にわたって報告されているものの、トランプ米大統領は停戦合意が維持されていると

の見方を示し、軍事衝突の再開を望んでいない姿勢を強く示唆した。また、米国が和平合意に向けた

「覚書」を作成し、イランが対応の検討を始めたことが、原油相場を大きく下押した。ただし、5月8日

までにイラン側の具体的な対応はみられず、先行き不透明感を残したまま週末を迎えた。

米ニュースサイトAxiosなどによると、米国は停戦合意を延長した上でホルムズ海峡の開放を行い、そ

の後に核問題を協議する方向性を打ち出している模様だ。これまでイランが要求していた核問題の先送

りを米国が一定程度受け入れた格好だが、イラン側からは受け入れ困難な項目もあるとの声が聞かれ、

和平合意が実現するのかは依然として不透明感を抱えた状態が続いた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月1日時点）は、原油が前週231万バレル減、ガソリ

ンが250万バレル減、石油精製品が129万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン和平合意期待だと90ドル割れも、不安定な地合が続く

2

【展望】

イラン情勢に強く依存する展開が続く。前週は米国が和平合

意に向けた「覚書」を作成し、イランの反応待ちの状態に

なった。このため、イランがどのような対応を見せるのかが、

短期トレンドを決定づける。直ちに和平合意に至らなくても、

2回目の和平協議開催に向けて前進がみられれば、原油相場

は値下がりリスクを維持し、90ドル台を割り込む可能性が高

まる。根本的な問題解決には時間が必要だが、ホルムズ海峡

の流通が段階的に正常化に向かうとの見通しが強まれば、原

油相場は期近限月主導で値下がりする可能性が高まる。

米国が和平合意を急ぎ始めたことで、基調としては戻り売り

優勢の展開が続きやすい。ドライブシーズンのガソリン価格

高騰、5月14～15日に米中首脳会談を控えたイベントリスク、

戦争の長期化が中間選挙に及ぼす悪影響への懸念などから、

トランプ米大統領は対イランの交渉で忍耐強さを見せ始めて

いる。ただし、イランが受け入れ困難との姿勢を示し、ホル

ムズ海峡開放の見通しが立たない場合には、100ドル台を回

復するリスクが残される。原油相場の安定的な値下がりを促

すためには、ホルムズ海峡の原油・石油製品の流通回復が必

要不可欠だ。また、米国とイランの間で大規模な軍事衝突が

発生するリスクにも注意が必要だ。イランはUAEのエネル

ギー関連施設に対する攻撃も再開しており、軍事的な緊張感

を高める動きがみられた場合にも、買いが膨らみやすくなる。

5月13日に国際エネルギー機関（IEA）と石油輸出国機構

（OPEC）の月報が発表される。需給見通しの修正状況にも

注目したい。
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